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テーマ　

現段階の認知度を知り、
認知度UPを目指し、

農業に興味を持ってもらえる
PRをしよう。



テーマ理由

現段階で農業の人手不足が問題であり

それを解消するため、若い人材に農業に

興味を持ってもらいたいから。



中間報告前の活動

インスタグラムの投稿

新國農園へ見学

ポスター作成

　　　　　　



中間報告の反省

・声が小さかった　　　　　　　　　

・声のトーンが低かった　　　　　　

・内容が薄かった　　　　　　　　　　

・時間が少なかった

・具体的な内容が話せなかった

・聞き手に視線を向けられなかった



・自分たちが農業に興味を持つ。

・Iターンについて具体的に詳しく調べる。

・農業の楽しさをPRしていく。

　

その後の計画



Iターン

都市部 地方

年々増えてきている



製粉体験

・製粉機にかけて粉にする

・ふるいにかけて100メッシュと80メッシュに

　分ける

・1㎏ずつ袋詰めをして真空機で真空にする

・袋詰め、箱詰めをして完成



製粉 ふるい



真空
完成



新國農園さんでの質問

Q,　なぜ、Iターンという形で農業という職業を選んだのですか？

A,     手厚い補助制度があり、安心して農業という職業を始めることが　　でき

るから

Q,　農業のどの部分に魅力を感じましたか？

A,　色々な人との交流をとれるし、自然に触れながら仕事ができること         
Q,　不安はありましたか？

A,　不安はありましたが、補助制度が整っているので不安はなくなった　　



Q,　Iターンをして一番苦労したことは何ですか？

A,　土地の確保,土地の管理をすること

Q, 　Iターンをしてのメリットとデメリットは何ですか？

A,　メリット：国から一人につき研修制度で150万円貰えること

　　デメリット：後継者があまりいないこと

Q,　只見町に来て驚いたことは何ですか？

A, 　都会より生活費がかからないこと

        自然が豊かなところ

　　  積雪量が多いところ　  



パンフレット

農業の魅力やIターンについて知ったうえで、

どのようにして広めようとしたときに、

パンフレットにまとめて貼ってもらおうと

考えました。





南会津・只見の農業の現状



只見町の農業の課題

　　　　　　　　 　　　農業経営体数の減少

513

448



経営耕地面積の減少

409 ha

302 ha



農業経営体の労働力の減少

813 人

500 人



農業従事者平均年齢

61.1 歳 62.6 歳



グラフから分かること

・農業経営体数が減少している。

・経営耕地面積が減少している。

・農業経営体の労働力が減少している。

・農業従事者の平均年齢が上昇している。



農業をよりよくするために

１．農業人口に若者を増やすこと
　　若者を増やすことで、次の世代に受け継ぐこと　　が
できるのでさらに良い農業界になると思いま　　す。

２．農業の魅力を発信すること
　　農業の魅力を発信することで、人々の農業に対　　
する意識を良い方向に変えることができます。

　



農業の魅力とは？

・自分で１から農作物を育て、それを消費者に評価して貰　える

こと！

・自然の移り変わりを間近で感じることができる！

・自分で作った農作物で飲食店を開いたり加工品を販売し　た

りするなど様々な展開ができる！

・野菜の成長を目と鼻の先で見て感じることができる！



農業の魅力をパンフレットや、SNSを通じ

て発信していく！

これからの活動



　　　　　　ご清聴

　　ありがとうございました。


